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●Society 5.0とは？

● サイバー空間とフィジカル空間が
密に連携することで，社会課題の
解決と持続可能な経済成長の両立
を目指すコンセプト

● 第5の社会（狩猟→農耕→工業→
情報→超スマート）を意味

● AI・IoT・ロボット・ビッグ
データの活用などが期待されて
いる

● 交通，環境，健康，都市，地域，
コミュニティ，など，我々の生活
に関するあらゆる分野が対象

Society 5.0による超スマート社会

•交通最適化・人流解析・地域コミュニティ・インフラ維持管理・教育

支援

スマートシティ・

スマートコミュニティ

•スマートグリッド・スマートホーム・デマンドレスポンス・再生可能

エネルギー統合・エネルギー効率化
エネルギー

•情報共有プラットフォーム・救助支援システム・ソーシャルメディア

活用・医療サービス連携・リアルタイムモニタリング
防災・減災

• バイオテクノロジー・健康データ管理・高齢者ケア・QOL延伸・

ウェアラブル機器

医療・健康・

ウェルビーイング

•遠隔モニタリング・生育管理・センサーネットワーク・AI農業・ロ

ボット・在庫管理・精密農業
食料・農業

•自動運転・ドローン物流・ロボット活用・渋滞制御・インフラモニタ

リング・車両通信・6G
運輸・交通

•暗号通貨・スマートコントラクト・セキュリティ金融

•スマートファクトリー・IoTデバイス・ロボット制御・生産最適化・

サプライチェーン管理
製造



サイバーフィジカルシステム×Society 5.0

交通関連応用領域
Automated Vehicle,  Logistics, Road 

Safety,  Congestion Control, CO2 Emission

スマート環境関連応用領域
Smart Navigation, Crowd Management, 

BEMS/HEMS, Disability Service,  Smart Home,

Human-robot interaction

耐災害関連応用領域
evacuation support, GIS, 

hazard mapping, Emergency 

Communication Systems

機械学習

センシングB5G & 6G

モバイルコンピューティング

デジタルツイン

サイバーフィジカルシステム

都市OS

データ活用

ユビキタスコンピューティング

プライバシ

エッジコンピューティング

ウェアラブルコンピューティング

量子計算 最適化

シミュレーション データ同化

IoT

宇宙関連応用領域
Satellite Communication, Low Earth 

Orbit Satellites, Flight Formation, 

Distributed System

サイバーフィジカルシステムとデジタルツイン
人・都市・コミュニティ・インフラの発展に向けて

無線通信関連応用領域
Wireless Sensing, CSI,  Backscatter, 

ISAC, B5G/6G

大阪大学 大学院情報科学研究科 モバイルコンピューティング講座（山口研究室）紹介資料より



大規模デジタルツイン×Society 5.0

フィードバック

様々な地点での人や車両の3次元点群や動画・移動
ログ（多地点データストリーム）
都市環境データ・地理データ・エネルギーデータ・
気象データ（多種多様なフォーマットのデータ）

交通・防災/減災・環境・健康・
スマートホーム・ビルディング

可視化

Society5.0

大規模デジタルツイン計算基盤

現実空間

最適化・改善・対策
（人流・車流制御・災害対策・環境改善・
都市計画・インフラ設計・エネルギー最適化・
施策改善など）

ステークホルダの参加

仮想空間
大規模言語モデル・生成AI

プライバシ保護機構
可視化とユーザインタフェース

IoTデータストリーム処理
実時間知的データ処理（機械学習）

実時間分散シミュレーション
実時間将来予測

センシング・データ集約

市民・事業者・自治体

サイバーフィジカルシステムを基軸とし、都市規模のセンシングやIoT分散データストリーム処理、B5G/6Gを活用したデータ集約と実時間知的データ処理、
実社会へのフィードバックを淀みなく実行する基盤の設計開発を目指す。Society5.0が目標とする超スマート社会の実現に貢献する。

サイバーフィジカル
システム

大規模デジタルツイン研究チーム：HPCと連携した大規模デジタルツイン基盤の構築



● 地域・日本・世界を仮想世界に再現（デジタルツイン）

● 「人間社会」全体を大規模に模倣（シミュレーション）

● エネルギー効率化，人流・交通最適化，災害時支援など
に向けた施策や戦略立案など，Society5.0が目指す都市
や地域の問題解決への重要なアプローチとなる

● 例：what-if分析（もしこうしたらこうなる：施策効果・
将来予測）

● 鍵となるのは「生成AI」とその実行

● 「AIエージェント」は人間社会において自ら状況を
理解し，人間の代わりに意思決定

● シミュレーションの世界でも，個人や車両の行動を
模倣し，互いに協調することで社会を模倣する

● 多数のAIを淀みなく動作させる必要がある

● 環境の模倣や実データ処理の仕組みも必要

大規模デジタルツイン×Society 5.0

Project Sid: Many-agent simulations toward AI 

civilization (Altera.AL)より掲載



●「富岳NEXT」が目指す重要な技術革新：AI処理の加速・AIフレーム
ワーク

● AI for Scienceなど今後の発展が見込まれる計算機需要に対応

●Society 5.0に資するコア技術

● サイバーフィジカルシステム・デジタルツイン

「富岳NEXT」×Society 5.0

佐藤賢斗：「富岳NEXT」の開発・整備に関する第2回記者勉強会『システムソフトウェアの開発概要および富岳NEXTがもたらす AI for Science』資料より抜粋

AIとデータストリーム



● 自動車分野のネットゼロ化（≒カーボンニュートラル）：広域社会
インフラのコストや効果の大規模評価が求められている

● 2035年乗用車新車販売で電動車100%（EV/FCV/PHV/HV）

- 公共用急速充電器３万基/普通充電器12万基設置・2030年
までに1,000基程度の水素ステーション（配置問題）

- 電力網・再エネなど（電力網整備）

● 渋滞・事故のない社会：安全安心への効果とコスト

● 広域交通最適化・V2X（5G/6G）による車両制御・自動運転車
との混在・物流最適化・大規模イベント・災害時の予測

● 交通事故死者ゼロ：2035年頃までに、自動車技術により対策が
可能であるものについて、新車が原因となる死亡事故をゼロに

● 交通弱者対策・インフラ連携効果

● 車載センシング機能と事故数の関係

将来交通と高度化に向けて

国交省資料より抜粋

可視化

NVIDIA Sionna

Open Data
(Map, Building, Link Traffic 

Volume, Person Trip)

TraCI

Sensor Data
(Vehicles,

Infrastructure)

シミュレーションシステム on 「富岳NEXT」 AI加速モジュール on 「富岳NEXT」



● 国土強靭化は重要な国家目標

● 令和5年度に国土強靱化基本計画が閣議決定

● ライフラインの強化・国民一人一人によりそう
強靭化が次世代防災として最重要

● 住民の位置や避難状況・通信インフラ・道路イ
ンフラの被害と復旧状況・避難所の物資状況な
どをリアルタイムに把握できるストリームシス
テムが必須

● 発災直後は通信網が断絶・輻輳しがち．山間
地では圏外であることも

● 低軌道衛星通信からのデータとあわせた評価
も必要

● インフラ・人流統合型シミュレーション機能に
よる被害予測も必要

耐災害・国土強靭

国土強靱化基本計画の概要（内閣官房）
崩落による道路分断と
通信ケーブル切断

能登半島地震におけるインフラ被害

神戸市における避難誘導システム実証（2025年2月・大阪大学）

神戸市との連携



● 宇宙戦略基金・宇宙基本計画

● 文科省・経産省・総務省・内閣府

● 低軌道衛星の活用に期待

● 通信・センシング・安全保障 etc.

● 宇宙空間の高精緻シミュレーション・デジタルツ
イン環境が必須

● 物理モデル・通信・計算システムの融合

宇宙空間の活用

超小型衛星連携（フライトフォーメーション）による
地上通信とシミュレーション（インターステラテクノロジズ・大阪大学他）
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